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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 11,109 2.5 454 31.8 497 11.4 343 20.5

2025年３月期第１四半期 10,839 6.8 344 △29.3 446 △15.5 284 △15.2
(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 △329百万円( －％) 2025年３月期第１四半期 671百万円(△13.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 38.04 －

2025年３月期第１四半期 31.74 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 32,947 15,518 47.1

2025年３月期 32,475 16,530 50.9
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 15,516百万円 2025年３月期 16,528百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 76.00 76.00

2026年３月期 －

2026年３月期(予想) 0.00 － 78.00 78.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,500 1.4 2,000 1.5 1,950 △7.4 1,400 0.2 155.16
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 9,127,338株 2025年３月期 9,127,338株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 90,644株 2025年３月期 104,434株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 9,030,497株 2025年３月期１Ｑ 8,978,624株

(注) 当社は「信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship）」を導入しております。野村信託銀行株式会社
（日邦産業社員持株会信託口）が所有する当社株式（2026年３月期１Ｑ71,100株、2025年３月期84,900株）を
期末自己株式数に含めております。また、野村信託銀行株式会社（日邦産業社員持株会信託口）が所有する当
社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2026年３月期１Ｑ77,300株、
2025年３月期１Ｑ129,300株）。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用
に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予
測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における外部環境としましては、米国における関税政策、中東及びウクライナ情勢

の影響による経済環境の悪化が見られ、先行きが不透明の中で推移しました。一方、我が国経済は、食料品を主

にしてインフレが進み、個人消費の持ち直しに足踏みが見られたものの、雇用・所得環境の改善が進み、製造業

における設備投資の増加や企業収益の改善等の影響により、緩やかな回復基調が認められる中で推移しました。

このような状況の中、当社グループは、「中期経営計画2025」の最終年度となる当連結会計年度のスタートに

あたり、当社グループにとって大台となる営業利益20億円の達成を目標に掲げた上で、人的資本及びＲ＆Ｄ投資

とともに、既存事業の機能強化と新規事業の基盤づくりを含む実行施策に取組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は11,109百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益は454百万円

（前年同期比31.8％増）、経常利益は497百万円（前年同期比11.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

343百万円（前年同期比20.5％増）となりました。

各セグメントの業績は、次のとおりであります。

・エレクトロニクス

電子部品及び住宅設備の関連メーカーに対して、専門商社として、またファブレスメーカーとして、高機能材

料、加工部品、治工具及び機器等を国内外で販売しております。

当セグメントの業績は、生成ＡＩ関連のサーバー需要拡大による配線板材料の受注と、沖縄工場のウエハ研磨

用キャリア事業の受注が継続して堅調に推移したものの、スマートフォン関連部材の受注が低調に推移しまし

た。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当セグメントの売上高は4,866百万円（前年同期比4.2％減）、

セグメント利益は400百万円（前年同期比1.0％減）となりました。

・モビリティ

自動車メーカー及び自動車部品メーカーに対して、樹脂成形品及び同組立品を核とした様々な自動車関連部品

を国内外で製造・販売しております。

当セグメントの業績は、アセアン及び中国市場の落ち込み等によるマイナスの影響が継続しましたが、昨年よ

り立ち上げ準備を進めてきたベトナム工場におけるブレーキ制御関連部品の量産が軌道に乗り、当セグメントの

収益に寄与しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当セグメントの売上高は4,423百万円（前年同期比8.7％増）、

セグメント利益は211百万円（前年同期比18.2％増）となりました。

・医療・精密機器

医療機器メーカー、プリンターメーカー等に対して、樹脂成形品及び同組立品等を国内外で製造・販売してお

ります。

当セグメントの業績は、タイ（コラート）工場における医療機器部品の受注が堅調に推移したことに加え、フ

ィリピン工場のプリンター関連部品の受注が、顧客の増産に伴い好調に推移しました。また、アセアン各工場で

継続してきた原価低減活動も当セグメントの収益改善に大きく寄与しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当セグメントの売上高は1,845百万円（前年同期比6.3％増）、

セグメント利益は178百万円（前年同期比123.6％増）となりました。

・その他

報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、タイの国際地域統括本部におけるマネジメント業務等で

構成しております。

当第１四半期連結累計期間における当セグメントの売上高は52百万円（前年同期比4.6％減）、セグメント利益

は13百万円（前年同期比18.5％減）となりました。
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて922百万円増加し19,681百万円となりました。

これは受取手形及び売掛金（電子記録債権を含む）が1,104百万円増加したことなどが主な要因となっておりま

す。

（固定資産）

固定資産は、前連結会計年度末に比べて450百万円減少し13,265百万円となりました。

これは投資有価証券が143百万円増加したものの、建設仮勘定が303百万円、繰延税金資産が167百万円、機械装

置及び運搬具（純額）が91百万円減少したことなどが主な要因となっております。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて471百万円増加し32,947百万円となりました。

（流動負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1,597百万円増加し13,817百万円となりました。

これは短期借入金が1,500百万円増加したことなどが主な要因となっております。

（固定負債）

固定負債は、前連結会計年度末に比べて113百万円減少し3,611百万円となりました。

これは長期借入金が70百万円、リース債務が22百万円減少したことなどが主な要因となっております。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて1,483百万円増加し17,429百万円となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて1,012百万円減少し15,518百万円となりました。

これは為替換算調整勘定が774百万円、利益剰余金が348百万円減少したことなどが主な要因となっておりま

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の当社グループを取り巻く環境は、米国の関税政策の影響を見通すことが難しいことに加えて、①

エレクトロニクスにおけるスマートフォン関連部材の回復が見通せないこと、②モビリティにおける外部環境（ア

セアン及び中国市場）の先行きが不透明なこと、③医療・精密機器におけるプリンター関連部品の落ち込みが継続

すること、という３つの懸念要素があるものの、これらの影響を最小限にする活動に加え、生成ＡＩ関連の配線板

材料と沖縄工場のウエハ研磨キャリアの受注が継続して堅調に推移する見通しであること、医療・精密機器の収益

改善効果が見込まれること、事業の入替えを含むこれまでの種まき活動の効果を見通していることから、2026年３

月期の連結業績予想値としては、売上高45,500百万円、営業利益2,000百万円、経常利益1,950百万円、親会社株主

に帰属する当期純利益1,400百万円と据え置き、期末配当金も78円と据え置いております。

なお、上記連結業績予想の計算に用いた為替換算レート（期中平均レート）は、１米ドル＝145円、１タイバーツ

＝4.3円であり、本予想値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて計算しており、実際の業績

は、今後様々な要因によって本予想値と異なる結果となる可能性があります。連結業績予想の見通しに修正が必要

と判断される場合は、改めて公表させていただきます。



日邦産業株式会社(9913) 2026年３月期 第１四半期決算短信

―4―

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,226 6,320

受取手形及び売掛金 7,842 8,941

電子記録債権 691 696

商品及び製品 1,978 1,737

仕掛品 394 432

原材料及び貯蔵品 848 812

未収入金 386 302

その他 393 441

貸倒引当金 △2 △3

流動資産合計 18,759 19,681

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 11,780 11,552

減価償却累計額 △8,149 △7,874

建物及び構築物（純額） 3,631 3,677

機械装置及び運搬具 14,529 13,938

減価償却累計額 △12,061 △11,561

機械装置及び運搬具（純額） 2,468 2,376

工具、器具及び備品 1,930 1,971

減価償却累計額 △1,455 △1,488

工具、器具及び備品（純額） 475 482

土地 1,964 1,883

建設仮勘定 653 350

有形固定資産合計 9,193 8,770

無形固定資産

その他 483 453

無形固定資産合計 483 453

投資その他の資産

投資有価証券 2,166 2,310

繰延税金資産 540 373

退職給付に係る資産 28 28

その他 1,315 1,342

貸倒引当金 △12 △12

投資その他の資産合計 4,038 4,041

固定資産合計 13,715 13,265

資産合計 32,475 32,947
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,978 7,594

短期借入金 1,300 2,800

１年内返済予定の長期借入金 354 354

リース債務 156 135

未払法人税等 295 155

賞与引当金 348 288

割賦未払金 158 137

その他 1,627 2,351

流動負債合計 12,220 13,817

固定負債

長期借入金 747 676

リース債務 243 220

繰延税金負債 52 50

再評価に係る繰延税金負債 2 2

退職給付に係る負債 2,053 2,042

資産除去債務 254 244

長期割賦未払金 255 237

その他 115 136

固定負債合計 3,724 3,611

負債合計 15,945 17,429

純資産の部

株主資本

資本金 3,137 3,137

資本剰余金 612 612

利益剰余金 8,875 8,526

自己株式 △70 △60

株主資本合計 12,554 12,215

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 124 223

土地再評価差額金 5 5

為替換算調整勘定 3,963 3,189

退職給付に係る調整累計額 △120 △117

その他の包括利益累計額合計 3,973 3,301

非支配株主持分 1 1

純資産合計 16,530 15,518

負債純資産合計 32,475 32,947
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 10,839 11,109

売上原価 9,102 9,190

売上総利益 1,737 1,919

販売費及び一般管理費 1,392 1,464

営業利益 344 454

営業外収益

受取利息 9 9

受取配当金 5 6

為替差益 59 10

スクラップ売却益 16 24

その他 37 15

営業外収益合計 129 66

営業外費用

支払利息 12 14

電子記録債権売却損 12 7

その他 3 2

営業外費用合計 27 23

経常利益 446 497

特別利益

固定資産売却益 2 4

特別利益合計 2 4

特別損失

固定資産処分損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 448 501

法人税、住民税及び事業税 85 90

法人税等調整額 77 67

法人税等合計 163 157

四半期純利益 284 343

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 284 343
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 284 343

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 45 98

為替換算調整勘定 340 △774

退職給付に係る調整額 0 3

その他の包括利益合計 386 △672

四半期包括利益 671 △329

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 671 △329

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(追加情報)

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引)

当社は、（2022年９月22日開催の取締役会に基づき）当社従業員（以下「従業員」といいます。）に対して中期

的な企業価値及び株式価値の向上と連動したインセンティブを付与することで、これと相関する業績向上に向けた

意識と行動を高めさせるとともに、「日邦産業社員持株会」（以下「持株会」といいます。）の拡充を通じて従業

員の株式取得及び保有を促進することにより従業員の財産形成を支援する福利厚生の増進策とすることを目的とし

た、「信託型従業員持株インセンティブ・プラン（E-Ship）」（以下「本プラン」といいます。）を導入しており

ます。

(1) 取引の概要

本プランは、持株会に加入するすべての従業員を対象とするインセンティブ・プランです。本プランでは、当社

が信託銀行に「日邦産業従業員持株会専用信託」（以下「専用信託」といいます。）を設定し、専用信託は、「中

期経営計画2025」の対象期間の業績の結果並びに本対象期間に実行した戦略等が株価に反映されるであろう期間と

して、信託契約日から４年間にわたり持株会が取得すると見込まれる数の当社株式を予め取得します。その後は、

専用信託から持株会に対して継続的に当社株式の売却が行われるとともに、信託終了時点で専用信託内に株式売却

益相当額が累積した場合には、当該株式売却益相当額が残余財産として受益者適格要件を満たす者に分配されま

す。なお、当社は、専用信託が当社株式を取得するための借入に対し保証することになるため、当社株価の下落に

より専用信託内に株式売却損相当額が累積し、信託終了時点において専用信託内に当該株式売却損相当の借入金残

債がある場合は、当社が当該残債を弁済することになります。

本プランは、従業員に対して中長期的な企業価値向上のインセンティブを付与すると同時に、福利厚生の増進策

として、持株会の拡充を通じて従業員の株式取得及び保有を促進することにより従業員の財産形成を支援すること

を狙いとしています。

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式と

して計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度57百万円、84千株、当第１四半期

連結会計期間48百万円、71千株であります。

(3) 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

該当事項はありません。
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(セグメント情報等の注記)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
エレクトロ

ニクス
モビリティ

医療・

精密機器
計

売上高

外部顧客への売上高 5,068 4,036 1,734 10,839 － 10,839 － 10,839

セグメント間の内部

売上高又は振替高
13 30 0 44 54 99 △99 －

計 5,081 4,067 1,734 10,884 54 10,938 △99 10,839

セグメント利益 404 179 79 663 16 679 △334 344

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、タイの国際地域統括本部における

マネジメント業務等で構成しております。

２ セグメント利益の調整額△334百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△326百万円等が含ま

れております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費△301百万円及び研究開発費△24百万

円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
エレクトロ

ニクス
モビリティ

医療・

精密機器
計

売上高

外部顧客への売上高 4,841 4,423 1,845 11,109 － 11,109 － 11,109

セグメント間の内部

売上高又は振替高
25 － － 25 52 77 △77 －

計 4,866 4,423 1,845 11,134 52 11,187 △77 11,109

セグメント利益 400 211 178 790 13 803 △348 454

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、タイの国際地域統括本部における

マネジメント業務等で構成しております。

２ セグメント利益の調整額△348百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△341百万円等が含ま

れております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費△280百万円及び研究開発費△61百万

円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 351百万円 390百万円


